
一段と 寒さの増しました１２月も 大勢の皆様に 参加いただきました。 

有難うございました。おかげさまで 2018 通年での 援農時間は  

16266ｈ（昨年 16895h の 96％）となりました。 

12 月 の 援農状況             

援 農 時 間      1141 h  [  昨年同月 1271 h  ]    

受 入 農 家      12 軒  [       15   軒 ]       春の         

参 加 会 員    43  人  [             42  人  ]      春の七草 

 

 

 

 

「大地と 心と 地域を 耕す」  

 

 

 

 

新春 お喜び申しあげます。「冬来たりなば 春遠からじ」とか。 

新緑の季節が待ちどおしいところです。おかげさまで ＮＰＯ法人 すずしろ２２ は 15 年生の春を迎

えることができました。活動への ご参加 ご協力 ご支援を 引き続き よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

すずしろは大根  それは大地の豊な恵の象徴   22世紀につなげる農のあり方を 共に考える会  

 

『 援 農 』   活 動 状 況  

 

 

 

 

 

 

 

NPO 法人  すずしろ 22 

発行責任者 合津秀雄 

080 1351 4860 す ず し ろ ２２  2019 1 月報 

月報 

 

 

活動三本柱 と 担当窓口 

 

①援農作業  

 

 

②農地応援.   

 

 

③地産地消                       

 

 

 

活動展開のための 仕組み と 窓口 

農  家

 

窓口担当 

 

 

 

援農サポータ 酒井 090-9233 - 9055 

   

一斉通報 
 で募集の方々 固定者 

など 

 

市民農園 

料理教室  イベントでの 野菜販売 

         佐藤 090-4912-2117 

富所 & 新富所 

清水 651-8907 

 
コスモス たんぽぽ 

合津 080-1351-4860 

 

「  せり なずな ごぎょう はこべら ほとけのざ すずな すずしろ  これぞ 春の七草  」 

 

 

 

 

 

市 民 農 園   参 加 者    募集 

すずしろ 22 が運用する市民農園に空き区画が生じました。『自産自消』― いかがですか。 

 

名  称      富所     新富所       コスモス  たんぼぼ 

利用区画/全区画  23/23    11/13              23/24      9/10 

住  所         加住町              小比企町 

利用料/面積     20000 円/50 ㎡・年        17000 円/50 ㎡・年 

  連 絡 先    清水 042-651-8907       合津 080-1351-4860    



(1) 新春を 迎えました       ♪  春よ来い 早く来い ・・・・・ ♪ 

  小寒の 1/6 から  大寒の 1/20 の間が もっとも 寒い期間とか。ご自愛下さい。 

今年の節分は 2 月 3 日(日)。春の到来が 畑の季節が 待ち遠しいところです。 

(2) 電動草刈機  

  草刈機は ガソリンエンジンが主力ですが バッテリー性能の向上により電動方式が 

 普及し始めています。すずしろも 12 月に購入しました。3 月に披露会を開催します。 

(3)すずしろ２２ 総会 について  

  2 月 24 日(日)10:00 より市役所食堂。総会後の講演会は NPO 法人:農の未来ネット理事  

岩藤氏による「援農ボランティアへの期待と課題」。懇親の場も設定。出席ご配慮下さい。 

          「援農ボランティア についての 情報交換会」 より 
                           12 月 18 日  東浅川健康福祉センター 

                     東京都農業改良普及センター  NPO 法人: 農の未来ネット  すずしろ 22 

 
農家の声 ヒアリング内容               すずしろ 22 の考え・見解          

 

賃金は多く払えない          ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ精神と会員間相互扶助が基本 
賃金はきちんとした価格で払うべき   賃金でなく謝礼金として考えている 
時給額は問題ないか          お金に代えがたい B 級野菜があれば期待  
 
常用でなく繁忙期だけ          
定期的に来てほしい          基本的には時期は定めず対応している 
いつも 同じ人に来てほしい      本人の意思を尊重 固定化の動きも歓迎  
事前にくる人の紹介を         農家ごとの援農窓口の配慮にも期待 
多数の場合リーダーを 決めてほしい  農家と二重の組織化は避けたいが 要検討 
 
体験目的程度の人は あまり      有償ボランティアということを伝えていく 
ずっと見ていないと心配        有能な応援者になるよう指導方 
技術や経験を事前に知りたい      入会申込書だけでは難しい 実績を事務局へ 
 
地域によって人が 集まらない     特に地域は固定せず対応している 
基本的な考えに相違点がある      事務局で対応させていただきたい 
 
依頼先がわからない          まだまだ PR 不足と反省 ｲﾍﾞﾝﾄの場等活用 
 
                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 月度 定例理事会より  12 月 14 日 東浅川健康福祉センター 

 

 

日  於 由井市民センター  

定例理事会 より    開催日 5 月 20 日 於 由井市民センター 

不破日 

事務局からの お知らせ 

① 会員動向    新会員の紹介 農園退会会員と募集活動(地域協議会ルート・ポスター) 

② 情報交換会    東京都農業改良普及センター・NPO 農の未来ネットとの交流予定  

③ 経理担当報告    収支報告 農家からの入金状況 送金事例の報告       

④ 援農活動の実績    昨年同月との比較分析 農家別の援農状況  

⑤ ドライブルーベリー   利用されず捨てられている果実の活用方法について情報交換       

⑥ 生活ｸﾗﾌﾞ地域活動協議会  引き続き会員として残る すずしろは WIN-WIN 関係で臨む 

⑦ 明年度の運営体制・予算   理事の退任と新任候補の確認 別紙案を次回理事会で承認  

⑧ 総会対応のスケジュール    1/18 の 1 月理事会で議案書を確定 印刷・発送作業 等   

 


